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はじめに

注意欠陥／多動性障害(AD/HD)は、前頭葉で注意や

行動を適切に抑制することができない問題、すなわち、

抑制困難の問題と捉えられている。障害の原因はまだ特

定できていないが、中枢刺激剤が治療に利用されており、

実際AD/HD症状をある程度軽減させることができる。

しかしながら、こうした薬の長期使用についてのコンセ

ンサスはなく、また、副作用の有害事象も懸念されてい

る(Brue, Oakland、2002)。

補完代替治療の可能性を持つホスファチジルセリン

(商品名リパミンPS；以下PS)を用いた今回の研究では、

15名のAD/HD児(AD/HD疑いと診断されている６名を

含む)を対象に１日200mgのPS投与を２カ月間行った。

対象児の13名は、薬物投与はされていなかった。投与中

の２名は塩酸メチルフェニデ－ト(商品名リタリン)を服

用していた。

1-1．対象

21名のAD/HD児(６～12歳、平均８歳11カ月)全員は、

この研究のために募集した。６名のドロップアウトを除

く15名を対象とした。このうち９名は、それぞれの主治

医である精神科医により、DSM-Ⅳと行動観察を含む診

断的面接を通して、AD/HDと診断され、６名は疑いが

あると診断されていた。インフォームドコンセントは対

象児の親から得られた。

1-2．心理学的測定

研究の開始時と終了時に、下記の項目を測定した。

①DSM-ⅣのAD/HD診断基準に基づき、不注意度およ

び多動性衝動性度を評価し得点化した。評価は、対

象児の親との面接により行った。質問は、「ある」

「ない」の２件法で行い、得点は、「ある」と評価し

た場合１点、「ない」とした場合０点とした。

②Frostigら(1966)により開発されたオリジナル版、視

知覚発達検査(DTVP)にヒントを得た検査で、DHA

介入試験で採用された視知覚課題(Hirayamaら、

2004)を行った。練習後の本試行では、30秒以内に、

いくつかの同じ図形を含む80図形の表の中(8×10)

から、可能な限り多くの図形を見つけるように要求

した。休憩を15秒はさみ、この課題を３回繰り返し

行い(計90秒)、得点を平均した。

③連続遂行課題(Continuous Performance Test、以下

CPT)。CPTは、持続的注意集中を客観的に評価す

るためにRosvoldら(1956)が開発した検査である。

この検査では、１から９までの数字の１つが、ラン

ダムにコンピュータ画面に現れる。「１」の後に

「９」が示された時のみ、ボタンを押すように指示

した。誤反応の種類は、不注意を測定するために

9onlyエラー(直前に特定の警告刺激のない目標刺激

に対する誤反応)を、衝動性を測定するために1only

エラー(特定の警告刺激そのものに対する誤反応)を

設定した。

今回の研究結果を、図１に示す。AD/HDは有意に改

善され(p=0.01)、その構成要素である不注意も、多動性

衝動性も有意に改善された(それぞれp=0.01、p=0.05)。

視知覚課題の平均正答数も、有意に改善された(p=0.001)。

CPTでは、1onlyエラーに統計的な差はみられなかった

が、9onlyエラーにおいて有意傾向が認められた(p=0.1)。

なお、これらの結果は、リタリン被投与者２名を除い

ても同じであった。

2．結果

1．方法

AD/HD症状に対するホスファチジルセリン
の効果について
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図1　プレとポストにおける平均得点



おわりに

今回の研究から、PS投与によりAD/HD症状が改善さ

れた、とほぼいえる。その理由として、PSは神経細胞

のシナプスにおける細胞膜の重要な成分であり、神経伝

達物質の生産、放出につながる小胞化、特定のシナプス

間隙で起こるレセプターを経由した活動に深くかかわっ

ているため、サプリメントとして摂取すれば、シナプス

結合部を促進させ、特に、ドーパミン伝達を向上させる

(Kidd、2000)という説を支持したい。

一般的に、PSは、視床下部のドーパミンシステムを

刺激する可能性がある(Bonetti ら、1985)、あるいは、

ドーパミン感受性アデニレートシクラーゼ(Dopamin

sensitive adenylate cyclase)を刺激する(Tsakirisら、

1985)とする研究がある。

こうした研究から、PSは、細胞膜の修復やシナプス

間隙におけるドーパミンを主とした神経伝達物質の調整

にかかわっていて、機能障害に陥ったAD/HDの神経ネ

ットワークの再構築に有益な働きをしている可能性が指

摘できる。
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